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 、明代、特に回暦年間（1573～1620A．D．）には、彩しい数のく海篇〉と

称される辞書が刊行された。（1）これ等〈海篇〉の一つ『薯禁野音類聚四盤切

韻直音海篇大全』（2）（以下『海篇大全』と略称）は、萬暦壬寅（三十年、1602

A．D．）射目登（3）序刊、本書は他のく海篇〉の多くがそうであるように、魁

本（二層本）であり、上層には全76韻から成る韻書「正韻平・上・去・入聲

音切字繹」（4）（以下「音切字繹」と略称）が、下層には全444部首で構成され

る字書㈲が配されている。（6）

 小稿では、『海篇大全』に於いて、韻書に相当する「音切字繹」が如何な

る韻書であるのか、その概略を述べたい。

二、先ず、「雲切字劃」は以下に示すように、平・上・去声各22韻、入声10

韻の計76韻で構成されている。

 平声：東・支・齊・魚・模・皆・灰・眞・寒・捌・先・薫・交・歌・麻・

    遮・陽・庚・尤・侵・箪・盤

 上声：董・紙・善・語・姥・解・賄・珍・旱・産・銑・篠・巧・習・馬・

    者・養・梗・有・寝・感・談

 去声：迭・虞・霧・御・暮・泰・隊・震・翰・諌・霰・囎・数・箇・薦・

    蕪・漂・敬・宥・泌・勘・盤
           ママ 入声：屋・質・易・轄・屑・藥・晒・緯・合・葉

この韻引数、早目名称及びその配列順は、明初につくられた勅撰韻書『洪武

正韻』（7）（1375A．D．）のそれと完全に一致する。「音切字繹」はその書名に

「正韻」と冠されている所からもわかるように、少なくともその体裁は『洪

武正韻』に倣った模様である。
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 韻目数、天目名称及びその配列順は『洪武正韻』と一致するが、それでは、

各韻目（大韻）内はどのように構成されているであろうか。無論、各大韻内

にはいくつかの小韻（同音字のグループ）がたてられ、更に各回三下には同

音字が配列される訳であるが、小韻及び小臣下の同音字の配列に於いても、

『洪武正韻』と比べて、ごく僅かな異同が認められるだけである。この僅か

な異同は、専ら但書の親字（小舞代表字プラス小韻下の同音字）数、即ち収

録字数の多寡に依るものと考えられる。両書の全収録字数及び全小韻数をそ

れぞれ平・上・去・入声に分けると以下の如くとなる。

1平声 上 声 去声 入 声 計

「音切字繹」
5508字

U68小一

2875字

T46小韻

3673字

U50小忌

2492字

R74小謡

14548字

Q256小韻

『洪武正韻』
5523字

U68正韻

2879字

T46小減

3679字

U50小鼠

2495字

R75小忌

14576字

Q257小韻

 『洪武正韻』にあって「音切字繹」には収められていない親字は、平声で

15字、上声で4字、去声で6字、入声で3字（1小壁を含む）、合計28字で、

この多寡が各大車内の無韻配列及び各小言内の親字配列の差違となって表わ

れている。全収録字数の0．2％弱という数字の上では僅かな差であるが、収

録されなかった、即ち削除されたことに何が意義があるのだろうか。以下に

削除された28字を『鼠子正韻』での掲載順に示す。

所属大台、汁注字（・該当小計代表字）、反切注、義士の順、番号は遠藤。

 東琴①薬（。叢）、狙紅切、同上、……

 支韻②験（・罪）、芳微切、馬逸足

 白白③齊（・齎）、白白切、……、白田前

 馬射④列（・諸）、專於切、……、又屑韻

 灰韻⑤槻（・規）、居酒切、小見貌、萄子、學者之鬼、槻槻然

 捌韻⑥繋（・煩）、符報切、白嵩

   ⑦螢（・煩）、符銀切、……、国作蕃幡

   ⑧幡（・煩）、符銀切、……、種別韻

 群群⑨舗（・館）、諸延切、……、亦作屡屡

   ⑩屡（・饒）、論判切、見内則篇

   ⑪肝（・餓）、諸暴論、孟子、肝講之四
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   ⑫馳（・館）、諸延縄、……、男工紙二韻

 歌韻⑬裸（・羅）、郎何切、穀積也

 庚韻⑭拡（・横）、胡盲切、玉篇、安也、説文、屋饗、又庚誤杁完誤

                       ママ 尤韻⑮苑（・求）、華華切、……、又見上、又交韻

 珍韻⑯醗（・緬）、委粉切、……、細事韻

   ⑰苑（・薙）、国訓切、外翼、積也、詩、我心論結、……、又銑三二

         韻

 産韻⑱儂（・坦）、他但切、荘子、値笹然不趨、飴音見下

   ⑲揮（。坦）、他鯵切、郎子、別刷揮非攣也、注古瞬断坦同

 四韻⑳圏（・咲）、胡華華

 四韻⑳備（・避）、砒意切、……、又屋韻

 御韻⑳嬰（・豫）、羊茄切、……、亦作輿、又魚韻

   ⑳濾（。慮）、良擦切、漉去津也

 震韻⑳理（・僅）、具吝切、美玉、楚僻、懐子握諭

 宥韻⑳訓1（。祀）、職草切、又尤韻

 質韻⑳仇（・値）、雪律切、漢書、慌於邪読

 緯韻⑳清（・泣）、乞及切、奨汁、読文、幽渥也、杁泣杁月、作渚誤

   ⑱・急   居立切、本署、緊也、署也、編也、追回

削除対象となり得る理由を持つものを挙げると、

 ①：その義注に「同上」とあるように、同一小韻内に同義語の「叢」があ

  るためか。

 ⑭：同一小韻内に

   四周、可也、読文屋響、又登韻

  とほぼ同様内容の飾罫を持つ「鉱」字があり、重複を避けるたあの削除

  と考えられる。

 ⑰：その旧注「屈也、積也、……」は、本来質韻「苑」に付されるべきも

  のであり、珍韻「苑」には相応しくないと考えての削除か。（8）

 ⑳：『釧路正韻』には義訓がっけられず、又「関」の直前に「関」がある

  所から、この二字を同一音・同一義を持つものと見倣して、一方を削除

  したか。

 ⑳・⑱：『洪武正韻』では隣合わせに並べられている。⑳は「泣」小韻所

 属字、⑳は「急」小戦代表字である。この「泣」「急」両三韻所属字を示
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  すと次のようになる。

   。泣、乞道切、（所属字）清

   ・急、居立切、（所属字）仮、給、級、汲

  この『洪武正韻』「泣」「急」小韻に該当する「音切字繹」箇所を同様に

  示すと、

   ・泣、音聾、（9）乞静閑、（所属字）仮、給、級、汲

  となり、『工場正韻』では別韻として立てられていた「急」小韻が「泣」

  小弓へと併合された形になっている。そしてその際、「泣」小韻の「滴」

  と「急」小韻代表字である「急」が削除されたことになる。何故「音切

  字繹」はこのような処置をとったのか。先ず考えられるのは、「音切字

  繹」では、「急」は「泣」と同音であると見倣して、（10）「急」小恩を

  「泣」小調へ併合したということである。しがし、⑳「清」はさておき、'

  ⑱「急」は五韻代表字でもあり、又、その持つ義注の重要性から考えて

  も緊要字であるのに、「音切字繹」に「急」が立てられていないのは非

  常に不自然である。更に、小韻の削除、即ち、二つ或は二つ以上の小韻

  の併合例は、この「泣」「急」小韻が唯一のものである。以上から推し

  て、「音切字繹」は意図的に「急」を削除したのではなく、何らかの理

  由に依り、結果的に欠落してしまったのではないかと思われる。

 ③'④'⑦●⑧●⑨●⑫'⑮'⑯・⑱・⑳・⑳・⑳：強いて理由を捜せば、

  脚注中に「又見上」、「又某韻」、「凶作某」等とあるためか。

 「音切字繹」で削除された28字は、1小野も含めて、きわめて散発的なも

のであり、重複している字を削ったり、韻の併合を示そうとするならば、28

字という僅かな例で十分な筈がない。恐らく、一定の規準を以って削除した

のではないと考えられる。

 次に、被注字につけられている注釈（音を示す音注と意味を示す義注）は・

旧注については、韻書或は字書には伝統的な天球のスタイルがあり、どの部

分が『洪武正韻』から受け継いだ義注であるのか、断定することはできない

が、全体的に見て、「音切字繹」義注は概ね『洪武正韻』義注を簡略化した

形をとっている。『洪武正韻』「東」の義注を例にして見ると、
                                                                                         

  東方也、読文、動也、杁日摺木中、漢志、少陽者東方、東動也、陽三三
                              

  於時爲春、又陽韻、俗作東（・部分が「音切字繹」義注と重複する）

となり、他の義注に於ても、部分的に「音切字繹」にあって『洪武正韻』に
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無い例は殆ど見られない。

 音注は、「音切字繹」では直音注と反切注が併記されているが、直音注は

本来『洪武正韻』には無いものである（11）から除外して、反切注も次項で述

べるように、やはり『洪武正韻』を継承した跡がはっきりと表われている。

三、「緊切字詰」には、前表に示したように平・上・去・入声あわせて2256

回忌あり、この小韻数はイコール反切数ともなる。（12）この反切を『洪武正韻1

反切と照合すると、ここでもほぼ一致が見られる。異同は次にあげる57例の

みである。

所属大韻、二三字、『二三正韻』反切、「音切字繹」反切、直音注の順、番号は遠藤。

〈平声〉

 灰韻①屡、二二切、二二切、爆

 寒詣②官、沽二二、沽二二、冠

   ③剣、二二切、二二切、碗

 捌韻④餐、千山切、子山切、泰

 心高⑤褒、博毛切、博無切、急

く上声〉

 丁丁⑥楚、二二切、創祖切、礎

 三品⑦畢、二二切、魯二二、嘉

   ⑧蹉、犬蘂切、夫二二、顕

 珍韻⑨蜻、許閉切、五謹切、引

   ⑩砒、初謹切、初二二、鯵

 旱韻⑪断、胆管切、徒罪切、段

   ⑫卵、二二切、二二切、鶯上声

 産韻⑬産、二二切、楚簡切、鍵

   ⑭版、補縮切、捕結切、板

 巧韻⑮抱、蒲皓切、蒲的切、飽

 畳韻⑯痺、丁可切、下可切、朶'

   ⑰瑳、千可切、十可切、脛

 工員⑱杏、何梗切、梗使切、何

   ⑲倖、下物切、丁二二、蝉

   ⑳茗、莫逼切、徒腓切、冥

一 119 一



「正韻平・上・去・入聲音切字繹」について

 瑛員⑳漸、秦再切、恭隅切、賎

   ⑳匙、多恭切、多添切、砧

〈去声〉

 虞韻⑳閉、必隅切、必弊切、蔽

   ⑳攣、天馬切、尺制切、患

 四韻⑳翠、七当切、士当切、脆

   ⑳華、警告切、秦埣切、埣

 震声⑳閏、儒順切、三三切、潤

   ⑱奔、通悶切、適悶切、搬

   ⑳趣、丑刃切、下階切、疾

   ⑳鈍、杜困切、柾甲州、遁

   ⑳艮、古寺切、占轡型、亘

 霰韻⑳繕、時半切、時半切、善

 囎韻⑳籔、胎勢切、野冊切、警

 四韻⑭数、胡孝切、思考切、効

 門門⑳賂、枯吊切、枯駕切、飼

 平韻⑳向、許亮切、有見切、餉

   ⑳充、口下切、白浪切、抗

   ⑱肺、匹手切、四手切、蝉

 敬韻⑳硬、魚町切、五更切、鞭

   ⑳情、七正切、七廻切、清

 勘韻⑳澹、下国切、都感興、澹

   ⑫獺、所引切、寺子切、俄

   ⑬梵、甲唄切、年明切、即

く入声〉

 屋韻⑭夙、蘇玉切、蘇木切、粟

   ⑮績、松野切、私讐切、俗

 四韻⑯密、寛筆切、覚華切、慾

 轄韻⑳刺、郎隅切、四達切、辞

 藥韻⑱縛、符四切、笙約切、房入声

   ⑲穫、烏郭切、寛平切、蟻

 階韻⑩隙、乞逆切、迄野幌、郡
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   ⑪寛、莫狭切、莫墨型、幕

 合韻⑫姶、遇含切、渇合切、渇

   ⑬面、作苔切、作年切、匝

   ⑭納、翠苔切、努苔切、内

   ⑮歯、泥治切、半年切、納

 葉韻⑯撮、失半切、失業切、渉

   ⑰最、尼韓切、尼押切．、錫

以上の57例は、ほぼ、

 1．「音切字繹」の誤写と思われるもの、

 2．「音切字繹」影干の可能性もあるが、意図的に、『洪武正韻』反切を改

  めたと思われるもの、

 3．反切用字の上では『洪武正韻』と異なるが、その示す音は同じもの、

 4．『洪武正韻』の誤刻を改めたもの、

 5．意図的に反切を改め、『洪武正韻』と異なる音を示したと思われるも

  の、

 6．其他

の6パターンに類別できる。

 1．「音切字繹」の誤刻と思われるもの、28例。

  ②・③：反切下字にそれぞれ「灌」「渤」と去声字をあてているが、直

   音注にそれぞれ「冠」「碗」と平声字があてられている所から、字体

   の相似に依る誤刻。

  ⑦：反切下界に平声字があてられているが、直音注に上声字があてられ

   ている所から、字体の相似に依る誤刻。

  ⑧：反切上字「夫」は「犬」の誤刻。

  ⑩：反切下字「壬目証」は、直音注「鯵」から考えて、恐らく労部分の誤刻。

  ⑪・⑫・⑬：共に反切下字に平声字をあてているが、これも直音注にそ

   れぞれ上声字がっけられている所から誤刻。（13）

  ⑮：反切下字に入声字がつけられているが、直音注が「飽」であること、

   字体の相似から、誤刻と考えられる。

  ⑯・⑰・⑲：反切上字がそれぞれ「丁」「千」「下」の誤刻。
                                             

  ⑱：『洪武正韻』反切が、直音注「何」と反切注「梗使切」に混じた結

   果の四刻と考えられる。
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⑳：反切上平「恭」は「秦」の誤刻。

⑳：反切下字に平声字があてられているが、直音注「砧」から、「添」

  は「恭」の誤刻。

⑳：反切上平「士」は「七」の誤刻。

⑳・⑳・⑳：反切平字がそれぞれ「丑」「杜」「古」の下刻。

⑭：反切下野に上声字があてられているが、直音注「効」から、「考」

  は「孝」の誤刻。

⑳・⑱：反切置字がそれぞれ「口」「匹」の誤刻。

⑫：反切上字「所」は、直音注「俄」から考えて、「所」の誤刻。

⑬：反切送字に入声字があてられているが、これも直音注「飯」から、

 「涯」の野晒。（14）

⑯：反切送字「華」は「筆」の四刻。

⑱：反切上町「笙」は「符」の誤刻。

⑲：反切送字た平音字をあてているが、直音注「媛」から考えて、入声

  の他声調への派入物ではなく、字体の相似による誤刻と思われる。

⑪：反切下町「秋」は「狭」の誤刻。（15）

2．誤刻の可能性もあるが、意図的に反切を改めたと思われるもので、反

切平字（声母）が『洪武正韻』と異なる、8例。

④：「千」（清母）と「子」（精母）

⑨：「許」（暁母）と「五」（疑母）

⑭：「補」（琵母）と「捕」（並母）

⑳：「苦」（漢母）と「五」（疑母）

⑮：「松」（邪母）と「私」（心母）

⑩：「乞」（唱導）と「迄」（暁母）

⑭：「奴」（泥母）と「弩」（娘母）

⑮：「曙」（平中）と「麗」（泥母）

字体の相似に依る単なる誤刻の結果と考えられる例もあるが、「音切字

繹」に於ける声母の混用を示す一端とも十分考えられる。

3．反切用字の上では『洪武正韻』と異なるが、その示す音は同じもの、

 7例。

⑳・⑳・⑳・⑳・⑬・⑯はそれぞれ反切下字を、⑳は反切上下を異にす

るが、それぞれの反切によって得られる音は同一である。必要が認めら
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  れないのに、何故、用字を変えたのか。⑳・⑳・⑬は或は字体の相似に

  依る即刻とも考えられる。

 4．『洪武正韻』誤刻を改めたもの、5例。

  ⑥：反切下聞の平声字「租」を「祖」に、

  ⑳：反切上手「天」を「尺」に、

  ⑱：反切上字「通」を「通」に、

  ⑫：反切早耳「載」を「戦」に、

  ⑫：反切下界「含」を「合」に、

  いずれも、字体の相似に依って起きたであろう『洪武正韻』側の誤刻を、

  然るべき姿へと改めている。（16）

 5．意図的に反切を改め、『洪武正韻』と異なる音を示したと思われるも

  の、2例。

  ⑭：反切下潮を三等韻の「玉」から一等韻の「木」に改めている所から、

   該当韻に於いて直拗対立が消滅していることを示している。

  ⑰：反切下中に上声字「参」をあて、入声が他声調へと派入しているこ

   とを示している。

 6．其他（1～5に入らないもの）、7例。

  ①：反切下中を合口字「佳」から開口字「加」に改めているが、その意

   図は不明。

  ⑤：反切下車に模韻字「無」をあてているが、これは俗に「毛」字の代

   用として「無」字を、逆に「無」字の代用として「毛」字の使用が行

   なわれていたためか。（17）

  ⑳・⑳：反切上字下字解、字体の相似に依る誤刻とも考えられず、不可

   解。

  ⑳e一⑳：共に去声韻であるのに、反切下字に⑳では平声字「登」を、⑪

  'では上声字「感」をあてているが、これも意図不明。（18）

  ⑰：反切上字に唇音字「問」があてられているがぐこれも字体の相似に

   依る即刻とも考えられず、不可解。

 以上、『洪武正韻』と「音切字繹」との反切注異同例を便宜上6グループ

に分類したが、3と4については、或は今回使用した隆慶元年刊本以外の

『洪武正韻』では「音切字繹」と一致する可能性もあろう。問題となるのは、

2と5、特に反切置字を異にする2のグループで、果してこのような声母の
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混用例があっ一たのか、単なる誤刻の結果であるのか、この点を明らかにする

には、反切注と併記されている直音注の検討が必要となる。その結果、声母

だけでなく、韻母に於いても、反切注からその片鱗が見られた併合状況が明

らかとなる。

 「音切字繹」は、表面的には、大嘘・小康・反切注・義注の記載順・内容

に至る迄、ほぼ全面的に『洪武正韻』体裁を踏襲して作られた韻書と言える。

しかし、反切注に於ける僅かな差違から、更に、直音注の分類・整理によっ

て、『洪武正韻』とは異なった「音切字繹」独自の音体系を得ることができ

よう。これを次の課題としたい。

注

（1）拙稿「〈丁丁〉諸本考」梅光女学院大学『論集』第22号、平成元年3月。

（2）本稿では蓬左文庫所蔵本を使用した。

（3）「明史』巻二百八十八、列傳第一百七十六、文苑四に伝がある。

（4）この名称は、平声では「韻類平門音切字繹」と記されているが、平声以外では

   それぞれ「正韻上二二切字繹」、「正韻二二音切字繹」、「正韻入三音切字繹」と

   記されているため、通して「正韻平・上・去・入聲音切字繹」とした。

（5）字書部分については特に呼称はつけられていない。

（6）このほか、上下二層に亘って、「四書五門鑑史音引」、「分一字義」、「三十六字

   母切韻法」等、文字学・音韻学修得上必須とされる様々な知識が盛吟こまれて

   いる。

（7）樂紹鳳・宋漆二丁勅撰。本稿では明：・隆慶元年（1567A．．D．）祓刊本を使用し

   た。

（8）質韻「苑」は、『洪武正韻』・「音切字稗」共に「欝」・小韻（反切は紆勿切）下

   に、

   高高、積也、詩、二心二三、亦作宛、通山高、又珍二二韻

   と置注がっけられている。

（9）「音切字繹」では、後述するように音を示す注として、反切注の他に直音注も

   併記されている。

（10）「泣、乞計切」と「急、居立切」が同音であるならば、反切卍字「及」と「立」

   は元来同音であるので、反切上字（声母）が問題となる。即ち、「泣」の反切

   活字「乞」（庶母）と「急」の反切六字「居」（見母）を同音声母と見徹したこ

   とになる。

（11）別音を示す又音注では、しばしば直音注がつけられている。

（12）又音反切は除く。
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（13）管～菅、簡～藺の四刻例は、他にも数箇所で見られる。

（14）被注字「梵」は元来一m韻尾で終る音であったが、一n韻尾で終る「飯」で直音

  注がっけられている所から、一m韻尾の一n韻尾への合流の一端を示している。

（15）秋～狭の誤刻例は他にも数箇所で見られる。

（16）本稿では明・隆慶元年祓刊本を使用したが、数ある「洪武正韻』刊本の中には、

  この様な誤刻の無い反切注を記しているものが存在する可能性もある。

（17）『漢語方音字涯』（北京大学中国語言文学系語言学教研室編、1989年6月）「無」

  の項に、

   俗讃俗窺爲“毛”

  とあり、古例として「後漢書』凋術傳を引いている。

   “飢者毛食、寒者裸跣”。李賢注：“案：術集‘毛'字作‘無'。”

                   （引用文中の簡体字は繁体字に改めた）

（18）⑳では直音注も平声字「清」をあてているが、『洪武正韻』・「音切字繹」では、

  去声敬韻「情」小韻下にも「清」が収められている。
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